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Cluster analysis 

• Cluster 
1.(ブドウ、サクランボなどの）房 
2.(同種のもの、人の）群れ、集合 

 

• 物事を整頓する際 

機能、形状など似ているものを同じところに集
めて整頓する 



2種類のクラスター分析 

階層クラスター分析 

• 樹形図（デントログラム） 

非階層クラスター分析 

• K平均法 

• 大量のデータ分析に向く 



階層的クラスター分析 

（１）データから距離（あるいは類似度）を求める 
（２）分析の方法選択 
※最近隣法、最遠隣法、群平均法、重心法、メディ     
  アン法、ウォード法 
（３）選択された方法のコーフェン行列を求める 
（４）コーフェン行列に基づいて樹形図を作成 
（５）結果について考察を行う 
 
         実際にやってみる 



（１）データから距離（あるいは類似度）を求める 

コーフェン距離 
値が小さいほど距離が近い 

距離が近いもの同士組み合わせていく 
コーフェン距離最小 ”12” C1{吉野、佐藤｝ 
次に小さいのは “21” ｛川端、鈴木｝ 
｛川端、鈴木｝？｛C1、川端｝？｛C1、鈴木｝？ 
次は｛川端、田中｝ 
｛C2、田中｝？{C1、田中｝？、、、、、、、、、、 
 



コーフェン距離 参考 

(a)クラスターと個体（川端とC1） (b)クラスターの間（C1とC3） 
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（２）分析の方法(最近隣法、最遠隣法等）選択 
 

Complete(最遠隣法)  
距離は、ユークリッド 

結果オブジェクトに格納された
データのリスト 

クラスター形成の履歴 

マイナス付が個体の番号、付い
てないのがクラスターの番号 

クラスターを形成する樹木図の枝
の長さが記録されている 

樹木図の左から個体の番号
が記録されている 



（４）コーフェン行列に基づいて樹形図を作成 



ユークリッド距離、重心法 

キャンベラ距離 
ウォード法 



コーフェン行列 

ユークリッド距離と最遠隣法による
コーフェン相関係数 

階層的クラスター分析は、データの構造が複雑になると少数個の個
体を入れ替えるだけで、結果が大きく変わることも珍しくない。どの
結果を信じるべきかに関しては、階層的クラスター分析の結果だけ
ではなく、他のデータ解析方法も用いて探索的にさまざまな角度で
データを眺めて、総合的に判断することが必要である。 



非階層的クラスター分析 

• 大量のデータ解析 

• K平均法 

–  k個のクラスター中心(seeds)の初期値を与える 

–すべてのデータをk個のクラスター中心との距離
を求め、最も近いクラスターに分類する 

–形成されたクラスターの中心を求める 

– クラスターの中心が変化しない時点まで繰り返す 



非階層的クラスター分析 


